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H
本

産
ロ

脚

類
（

瀟
田
）

略
々

相

等
し
く

し
て

長
さ

の

五
分
の

三

位
な

り
o

長
方
形

を
な

し
前

後
兩
側
角
は

共
に

圓
み

を
帶
び

前

側
角
は

前
方

に

突
出
す
れ
こ

も

後

縁
は

略
々

直

線
状
な

り

胃
溝
も

亦
大
酪
直

線

を
な・
し

て

走
る
◎
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胸
部
第
六

節
以
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入
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略
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等
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甲
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よ
り

稍

大
な

り
、

腹
部
第
五

節
迄
は

背
面

李

滑
兩

縁
に

沿
ひ
て

箜
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一

記川
線
あ
ム

ソ

後

側
A
月

は

逝
肯
叩

第
￥

血
鯢

即
に冂
於
て

は

角
張
れ
・
ウ
、

第
亠

ハ

紳

即
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通
常
中
央
に

隆
起
を
缺
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通
常
幅
狹
き

三

封
の

隆
起
線
あ
り

て
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…

各
々

棘
に

絡
れ

ざ

も
中

間
の
一

封
は

稍

短
か

く

6
て

奘

棘
は

他
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
心

二

對
の

棘
の

先
端
の

後
縁
を

超
ゆ
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に

反
む
て

辛
う
じ
て

之
れ

に
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逹
す
る

に

過
ぎ
す

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
…

尾
部
の

最
大
の

長
さ

ご

幅
ご

は

殆

ん
ざ

相
等
し

く
し
て

全
長
の

七
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一

分
の
一

を

算
す

、

中
央
に

は

年
球
形
の

突
超
あ
り

て

其
上
に

五

個
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…

の

狹
く

し
て

直

線
腴
を
な

す
隆

起

線
あ
り
、

其
中
央
の

三

條
は

皆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
一

棘
に

終
れ
こ

も

兩
側
の

こ

個
は

短
か

く

し
て

棘
を
具
へ

す
。

な
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
へ

前
縁
に

近
き
所
に

三
角
形
の

隆
起
一

對
あ

り

中
央
線
ご

前
側

角・
し

の

年

途
に

位
置
す

、

邊
縁
に

は
⊥

ハ

掴
の

棘
あ

b
各
々

隆
起
線
を

有

す

亜
中

央
線
は

最
大
に

む
て

長
く

終
端
に

動
棘
あ
b
之
れ

よ
う

中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

入

央
線
に

至
る

迄
左

右
各
々

十

二

個
乃
至
十

四

魃
の

微
小

棘
を

列
生

す
、

夊

亜
中

央
棘
と

間
辣
こ

の

間
に

は

二

個
の

小

鯨

齒
あ
b
側

棘

は

短
か

く
・
し

て

著
し

か

ら
す
o

尾
脚
基
節
の

突
起

中
外
方
の

も

の

は

内
方
の

も

の

よ

わ

稍
長
く

華

部
の

内
縁
に

圓
き

齒
を
具

ふ

外
肢
第
一

節
は

第
二

節
の

二

倍
以

上

の

長
さ

を

有・
し

邊
縁
動

棘
は

其
數
十
一

二

掴
な
り
。

色
、

ア

ル

コ

ー

川

漬
標
本
に

あ

b
て

は

邇
常
全

部
一

機
の

茨
白
色

尾

部
前

縁
の

三

角
形
の

突
起
の

内
側
に

は

邇
常
一

個
づ

3
の

小

黒

點

あ
り
。

産
地

、

沖
縄
糸
煽

附
近
（

雄
二

、

箕
作
敏
授

、

池
田

理

學
士
）

同
中
頭

（

雌
一

、

西
常

央
氏

）

同
那
覇
（

雌
二

、

宮
島
博

士
）

小

笠
原
父
島
釣
濱

（

雌
一
、

弘

田
理

學

士、
關
口

氏
V

同
島
ス

サ
キ

（

雌
二
、

同
上

兩
氏
） 、
分

布
、

セ

ー

シ

ル

島
、

プ

P

エ

グ

ム

島
、

ロ

ツ

マ

島
、

ミ

ン

ダ

ナ

オ

等
○

　
　
　
　

●
日

本

内
地
産
白
蟻

　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
學

士

　
大

島

　
正

　
滿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

明
治
四

十
一

年

十
一

月

十
｝

日
受

領
）

我

國
に

白

蟻
を

産
す
る

事
は

昆
虫

學

者
諸

彦
の

熟
知
せ

ら
る

莖

事

に

む
て

事
新
ら
し

く

論
す
べ

き

事
項
に

は

非
ざ
れ

ざ

も

本
邦
に

於
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て

其
種
名
を
明
に

し

精
細
に

之

を
記

載
せ

ら
れ

だ

る

も
の

を
發
見

せ

ざ
る

を
以
て

予
が

得
た

る

材
料
に

就
き
て

以

下
少
し
く

述
ぶ

る

處
あ
ら
ん

こ

す
。

日

本
に

白
蟻
を
産
す

る

や

否
や

こ

は

二

百

有
餘
年
前
よ

b
歐
米
に
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へ

於
て

論
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載
せ
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旨
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鬯
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〇
ぬ
牛

よ
・
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亠
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九
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に
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諸
種
の

昆
虫

類
を
研
究
せ
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が
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本
産
害
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報
告
中
に

白

蟻
を
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す
る

事
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記
せ

ら
れ

だ

り
次
に

之
を
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せ
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は
U
ド

司

養
8
に

む
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八

六

八
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9
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β
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に

類
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ロ
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な
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鬘
の
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若
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異
常

な
る
倒（）

昏
，

。

色
峯
器
の

或
る

種
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誤
ま
わ

記
せ
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學
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】

入

七
三

年
よ
り
一

入

七
六
年
に

亘
b
て

b
群

国
矧

圃

§
象
哇

の

我

國
に

來
遊
す
る

や

帝
國
搏

物
館

よ
り

北

海
道

及
び

本
島
に

於
て

採

集
せ

ら
れ

た

る

臼

蟻
の

標

本
を

分
輿
せ

ら

れ
て

之
を
記

述
せ

る

が

其
材
料
は

幼
虫

、

ニ

ン

7

及
び

兵
蟻
よ

b
成
り

成
虫

を

缺

如
せ
り

次
で
U
丙

」
）

巳（
皀
D

ぎ

は

東
京
灣
沿

岸
の
】

小

島
淨
島
に

於
て

腐
木

　

　
日

本
内
地

産
白

蟻
（

大

島
）

中
に

之
を
發
見
6
次
の

如
く
記

載
せ

）
。

　

幼
虫

、

膿
長
二

乃
至

十

二
丶
メ

、

　
成
虫

、

頭
端
よ

り

後

翅
の

先
端
に

至

る

長
さ
一

九
ミ

、

メ

、

構

他
に

兵

蟻
並
び

に

職

蟻
を
捕
へ

且
っ

成
虫
の

・。

毛

畧
9

す
る

を

見
だ

る

旨

附

記
せ

ら
れ

た

る

が

之
等
の

報
告
に

よ
り

我

國
に

白

蟻
を
産
す
る

事
は

歐

米

諸
學
者
の

認
識

す
る

所
妊

な

れ
り

ご

雖

も

未
だ

其
種

名
を
朋
に

せ

ざ
う

し
が
囲

入
八

五

年

囚
o

ぎ
。

氏
の

學
術

的

研

究
に

よ

り一
初

め

て

其

精
細
な
る

記

載
を
得
る

に

至

れ
り

同
氏

は

前
記
H
氏
ご

D

氏

記
載
の

種
は

等
し
く

朽
木
に

佳
す
る

點
は
一

致

す
れ
ざ

も

其
髀…
長
に

於
て

著・
し

く
相

違
し
H
氏

の

種
類
は

遙
に

小

形

な
る

事
を

發
見
せ

り

會
々

K
氏
の

探
焦
の

ニ

ン

フ

及
び

兵
蟻

は
D

氏
の

種
類
に
一

致・
し

だ

る

が

僻

究
の

結
果

其
新

種
な
る

事
を

確
め

之
に

円

霞
臼
窃

超
叟
畧

蒙
な
る

名

稱
を

興
へ

た
り

肩
氏
は

前
記

二

氏
の

發

見
せ

る

も

の

は

胴

種
に

し
て

日

本
に

は

二

種
の

自
蟻
を

産
す
る

に

非
す
や
ご

附

記
せ

ら
れ

セ

る

が

爾
來

本
邦
に

於
て

特
に

自

蟻
に

注

意
を

拂
は

れ

た

る

専
門
家
な
か

り・
し

陀

め

此
の

問
題
を

放
擲
せ

ら
れ

只

僅
に

菘
村
博
士
に

よ
り
て

已

訟
聴
多
♂

話

の

存

在
を

確
證
せ

ら
れ

徇

又
ρ

ま

ξ
琶
塁
に

屬
’
9

る

サ

ッ

マ

シ

ロ

ァ

ジ

の

發
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日

本

内
地

産
白

蟻
（

大
島
）

見
あ
b
む
に

過
ぎ
ざ
り

む
が

予
は

幸
に

他
の
一

種

を
も

採
集
し

得

セ

る

を
以
て

簡
單
に

其
記

載
を
な

す

事
こ

せ

り
o

　
　
　
　
　

　
円
Φ

琶
 
゜

…
髢
目

詈
。 ・

国
。

ま
。°

　
　
　
　
　

　
和
名
チ

ヤ

ノ

キ

シ

ロ

ア

リ
、

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　｝

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　…

　
　
　
一

 
Go
ぴ゜

円

葭
B
霧

碁
霞
暮

瑟
国
o

子
 ゚

寓

霞
回

国

畧゚

賦

皀

盆’

　
　
　
　
　

　
℃

］

葭｝

営’

P

雄

　

體
は

暗
褐
色
に
・
し

て

頭
部
は

黒

味
を

帶
び

稍
ζ

光

澤
を
有
す

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　…

前
胸

脛

及
び

蹠
は

淡

黄
色
を

呈
6
觸
角
は

褐
色
な

り

翅
は

淡

褐

色

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　…

　
　
頭
端
よ

b
翅
の

先

蟷
に

至

る

長
さ

　

　
　
九

、

ミ

、

メ

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　…

　
　
體
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
、

−

丶
メ

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
前
翅
を

開

張
せ

る

長
さ

　

　

　

　

　

＝
ハ

、

ミ

、

メ

觸
角
は

十
七
關
節
よ

り

な

ら

第
三

笛
最
も

短
く

第
二

節
之
に

倍

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

す
、

單
眼
ご

複
眼
ビ

の

距
離
は

後
者
の

直
徑
よ

り

大
な

り
。

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
前
胸
は

稍

心

臟
形

を
呈

す
幅
は

長
さ

に

3
亨

倍
す

其
四

隅
は

圓

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

昧
を
帯
び

前
縁
の

中
央
に

凹
入

す

其
後

繰
の

中
部

夂

少
む
く

前
方

に

凹
入

す
、

前
翅
痕
は

後
翅
痕

よ
り

大
な
り
。

　

前
翅
の

翅

脈
中

、

8
答
巴

及
び

蕁
象

霧

の
二

者

著
し

く
太
く

後

者

は

前
者
に

近
接
し
て

走
行
す

鑓
 

夐

畧

は

畧
象
暴

よ
bo

コ
げ

評

塞

に

近
く

且
っ

極
め

て

複
雜
に

分

岐
す
o

　
後
肢
は

辛
ふ
押
し

て
魑
隠

の

後
舶
跚

に

逹
す
o

唯
、

體
長

、

兵

蟻
、

鶻
長

、

一

〇

五
、

ミ
、

メ

四
、

ミ
、

メ

　
大

顎
は

暗
褐
色
を

呈
す
頭
部
は

卵
黄
色

な
り

胸

部
及

ひ

腹
部
は

萩

臼

色
。

　
頭
部
は

長
方
形

を
呈
す

長
さ
一

．

六
ミ
、

メ
、

幅
○

・

九
ミ

、

メ
、

鰮
…

角
は

十冖
二

乃
至

十
亠

ハ

環
厨

即

よ
h
・

成・
り

笹
〃

二
牌

即

は

第一
二

笛
畔

よ
・
9
長
・
し

上

唇
は

圓
錐
形
に

し
て

先

端
尖
り

大

顎
の

芋
ば
に

逹
せ

す
大
顎
は

長
さ
一

．

ミ
、

メ
、

に

逹
し

洋

刀

状
な

り

即

ち

輻
せ

ま
く

尖
り

た
る

先
端
は

稍
内
方
に

屈

曲
6
内

側
に

は

毫
も

齒
せ

す

咽
頭
及
び

前
胸

の

形
は

次
に

記

す
種

類
に

酷

似
す
後

肢
は

辛
ふ

じ
て

體
の

後
端
に

逹
す

、

眇
｝

L9

皀
β

巴

づ

暑
白
四

を

有
せ

す
。

職
蟻

、

髓
長

、

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

四
、

ミ

、

メ

　

頭
部
は

淡

黄
色

、

胸
部
及
び

腹
部
は

乳
白
色

な
り
。

觸
角
は

十

四

環
篩
よ
り

成
り

第
二

及
び

第
三

節
は

其
長
さ

に

於
て

殆
ご

相
等
む
、

薗
胸
は

孚

月
形

を
呈

す
o

分
布

、

国
。

蕁

氏
は

江

戸
加

賀
屋

敷
即

ち

本
郷
大
學
附
近
に

於
て

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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之
を
得

、

鳥
類
採

集
を
以
て

有
名
な
る

燹
 

宏
馨
O
ロ

は
一

八

七
四

年

之

を
函

館
に

於
て

探
集
せ

る

事
記

載
に

見
ゆ

松
村
博
士
は

氣
仙
沼

及
び

札

幌
に

於
て

之

を
得
ら
れ

た
る

が

前
記
の

事
實
ε

附
合
せ

る

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

を
見
る

べ

・
し

叉
驚
く
べ

き
は

今
回

臺
縄

臺
北
に

於
て

予
が

此
の

種

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

を
發

見
せ

る

事
實
に

し

て

目

下

予
が

庭
前
の
一

木
を
蠶
食・
し

て

枯

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

死
せ
・
し

め

っ

畫

あ

る

も
の

之
な

b
東
京
ご
吉

冨

灣
ピ

の

蓮

絡
は

未
だ

　皿

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

明
な
ら

ざ
れ

ご

も
此
の

種
は

南
は

臺

灣
よ

り

北
は

札

幌
に

至

る

間

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

に

散
布
す
る

も
の

監

如
し
。

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　

　

　
円

彎
≡

窪

準

髦
言
窪

国
〇
一

罫
5

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　

　

　

　
和
名
・

ζ
シ

・

ア

・

　

　

　

　
一

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
一
 

鶏．
「

［

げ

葺
6
肌

二

髦
与

窪
一

宀
o一
ぎ
『．

ヌ

畧
≡

σ二゜

ヱ
。］
＝尸冖
ρ
｛
＝

二，°

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
植

　
　
瞑
一゜

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
一

G 。

Q 。

尹

夢
肖
H

じ
¢

° 。

｛

す
≦
ヒ
¢

 

切

篝
已
色

答
窪゚

田

鬟
幽

ご．

匡
じ
r

ε
ピ

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
担

一）°
刈
0
 ’

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
一

〇σ

諺’
「
ま
「

＝一
翕

二

霎、一胴
×

ま

＝

叢
（w
冫

H」
穿一
嘗

】

ぎ
e

〜

つ
ピ

己

　
　
弓゚

一

 
・。．

　
　
一

co
 

ピ

已

曾
巨
鶉

頃

塁
彰
鷂
用

H

品
8‘
拷

自
ε
嘗
o

霽
o冖

客

｝

匡
ー．

　
　
 

甑

＄齢
サ
qo°

　
　

目

本
内
地

産
白

蟻
（

大
島
）

　
　
一

つ。

謬．
円
゜

膚

ヨ
＄

夛
く

な
＄

団、
鵠
。

眠
。

導
曾
孕

H

塁
。

ぎ
Φ

“

ぎ
巳
ρ

　
　
麟
も
」
 

鉾

　
　
一

¢

8°
已

鶏
琶
窪
h［

髦
言
。

諱
蓼
營

ら
程
き

話
記

≦
拐
口｝

鬘
H

ポ

N
−

　
　
co

ピ

鰍

聾一
｝
）°
＜

9
」
刈

二）
レ
HO
°

雄
、

黯

栗
色

、

頭
部

、

暗
褐
色

、

口
、

脛

踵
、

淡

黄
色

、

觸
角

、

褐
色

、

翅

は

淡

褐
色
に

む
て

前
翅
の

前
線
は

黄
色
を

帶
ぷ

。

　
　
頭
端
よ
り

翅
の

先
端
に

至

る

長
さ
、

　
九

、

、、
丶
メ

、

　
　
髓
長

、

　

　

　

　

　

　

五
、

ミ

、

メ
、

　
　
萠
翅
を

開
張
せ

る

長
さ

、

　

　

　

　

　
一

五
、

ミ、
、

メ
、

觸
角
は

十
七
環
節
よ

り

成
b
第
二

箇
は

第
三

節
の

長
さ

に

二

倍
す

ロ

吻

稍

突
出
し

釁
眼
ご

複
眼
こ

の

距
離
は

後

者
の

直

徑
の

長
さ

ε

相

等
し
。

　
前
胸
は

腎
臟
形
を

呈
し

前
縁
は

中

央
部

稍

凹
入

す
、

い

前
翅

痕
は

後
翅
痕

よ
り

著・
し

く

大
た
．

り
。

翅
幅
一

．

五
ミ
、

メ
、

長
さ

八
。

ミ
、

メ
、

翅
版

中
、

O

蚤
巴

及
養
象

話

著
6
く

太
く

呂
。

靆
葺

は

前
種
ご

異
な
り

曇
3
霧

蓬
。戸戸
三
ぼ
砿

の

中
間

を

走
行
し

複
雜
に

分

岐
す
o

　

後
肢
は

第
七
腹
部

環

節
に

到
逹
す
る

の

み
、

善
山

9
じ

言
鶏
娼

選
崖
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　一
一
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（516 ）日 五 十 月 二 十 年
一 十 四 治 明

　
　
　
n
ロ

承
内
地

庵
白
蟻
〔

大
島
）

　

は

短
か

む
。

　

雌
、

體

長
亠

ハ

．

五
ミ

、

メ

、

腹
部
牌

弟
し

t曲
振
糖

即
の

腹
板
は

中
央
部
其
爾甲

　

側

よ
b
廣
し
。

　

兵
蟻

、

體
長
五

．

五
ミ
、

メ
、

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　

頭
部
は

長
方
形
に

む
て

淡
黄
色
を

呈・
し

長
さ
一

．

八
ミ

、

メ
、

蟷

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
】

、

ミ
、

メ

を

有
す

、

胸

部

及
び

腹
部
は

灰
臼
色

な
り
、

觸
角
は

十

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
亠

ハ
面

捩
鮭

即

よ
り

成
り

第
二
號

即
は

笛
賀一
潺

即

よ
り

長・
し

、

上

唇
は

稍…
々

楕

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　

圓
形
を
呈

す
大
顎
の

中

央
に

逹
せ

す
、

大
顎
は

長
さ
一

、

ミ

、

メ
、

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　

を
有
し

其
形

状
前
種
ビ

殆
ご

等・
し

き

も

先
蟷

稍
廣・
し

、

咽

頭
は

其

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　

下
孚
は

幅
せ

ま
き
も

頭
端
に

近
づ

く

に

從
ひ

俄
に

膨
大

す
、

前
胸

　

は

扁
李

む
ー5
臓
形
に

し

て

前
縁
の

中
央
部
は

凹
入
・
し

後
縁
は

屈
曲

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　

せ

す
、

後
肢
は

體
の

後
端
に

逹
せ

す
、

腹
部
は

稍

細
長
な
ら
。

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　

職

蟻
、

體
長

、

四
．

五
ミ

、

メ
、

頭
部

淡
黄
色

　
觸
角
は

十

六

環

節
よ

　

り

成

b
第
三

節
は

極
め

て

短
か
・
し

、

前
胸
は

孚

月
款
な

う
。

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

’

分
布

、

此
の

種
は

北

米

倉
衆
國
に

廣
く

勢

布
す
る

も
の

に
・
し

て

伯

　

國
よ

b
傳
搬
せ

ら
れ

た
る

も
の

な
る

が

現

今
は

殆
ざ

世
界

的
に

分

　

布
む

伊
太
利

、

墺
太

利
等
の

諸
國
に

も

産
す

、

同

）

ヲ

罰
同

5
耄

 

は

我

　
が

國
に

此
の

種

を
産
す
る

も

の

よ

如
し

ご

報
告
せ

る

が

予
が
ム

ー

夏

噛

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二

七
月
二

十
二

日

小

石
川
植
物
園
に

於
て

採
集
せ

る

も
の

は

前
記
日

本
産
ご
・
し

て

知
ら

れ
舵
る

6
訟

鷲冖
き

瑟

ご

其
種

を

異
に

せ

る

も
の

に

し
て

種
々

研
究
の

結
果

目

夢
く

与
霧

な
る

事
を
確
め

得
だ
り

即

ち

嘗
て

国
○

ぎ
o

氏
の

呈

出
せ

る

疑
問
は

偶

然
に

も

解
決
せ

ら
れ

東

京
附
近
に

は
二

種
の

白

蟻
を

産
す
る

事
確

實
こ

な

れ
b
且
っ

叉

」

鑑
o

藪
言

　
氏
の

記

載
は

頻
る

不
完
全
に
・
し

て

其
要
を
知
る

に

苦

む
ご

雖

も

同
氏

自
ら

夛
≦

量
に

酷

似
す
ご

報

告
せ

ら
れ

た
る

を

以
て

東
京
附

近
に

他
の

種

類
を
發

見
せ

ざ
る

限
り

予
が

今
回

發
見

し
だ

る

も
の

は

嘗
つ

て

D

氏
の

見
だ

る

も
の

ご

同
種

な
る

べ

き

を

信
じ
て

疑
は

す
此
の

種
は

新
・
し

き
時

代
に

於
て

米
國
よ
b
輪
入

せ

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
●

ら
れ

た

る

も
の

な
る

べ
．
し
o

　

前
記
二

種
は

蘋
る

酷

似
す
ご

雖
も

其
相

違
の

點

を

擧
ぐ
れ

ば

次

の

如・
し

即

ち

成
虫
に

於
て

は

前
胸
の

形

献
並
び

に

翅

脹
、

兵
蟻
に

於
て

は

大

顎
、

上
唇
形
賦
並

び
に

後

肢
の

長
さ

、

等

最
も
注

意
す

べ

き

點
な
る

が

總

じ
て

體
長
に

於
て

前
者
は

後

者
よ

り

著
・
し

ぐ
小

な
り
。

十
」

　
　

己
、

巛
n
　

量
口

和

名
命
名
其

他
に

於
て

、

松
村
博

士
の

懇
篤
な
る

指

導
を
得
た

る

を

N 工工
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喜
ぷ

≦

同
時

に

材

料
を
支

給
せ

ら
れ
だ

る

理

學
士

川
村
清
一

氏
に

戚
謝
の

意
を
表

す
o

筒
又
各

地
在
佳
の

諸

君
に
・
し

て

白

蟻
を
採
集
せ

ら
れ
陀

る

方
は

成

る
べ

く
酒

精
漬
メ曽

し

て

下
名
へ

御
邊
附

を

希
望
す

、

交
換
不
苦

。

　

　

　

　
　
　
臺
灣
總

督
府
專
貰
局

檢
定

課
に

て

大
島
正

滿
誌

す

　

　

　

　

●
Ω
。

謎
。

蠧
。

霽
の
一

科
一

、

旨
善
。

凱

器

　

　

　

　
　

に

付
て

　
（

丞
剛
）

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

（

第

＋
入

版

付
）

▼

　

　

理

學
士

木

下

熊

雄

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

明
治

四

十
一

年
十
一

月

十
亠

ハ

日

受
領）

　

　

　

屬
　
円｝
δ

舞

邑
影

¢

螽
望

　

前
編
に

於
て

屬
の

記

載
に

先
だ

ち
亜

屬
を
記

載・
し

陀

る

は

著

者

の

ぬ

か

り

な
り

讀
者

諸
君
こ

れ

を

諒
せ

よ
。

　

然
れ

こ

も

こ

の

屬
は

從
來

只

前
述
の

亜

屬
の
み

知
ら

れ

だ

る

も

の

に

し
て

第
二

の

亜

屡

U
邑
8
巴

毒
露
e

は

目
下
發
表
中

に

屬
す

る

も
の

な
る

が

散
に

前
逋
の

亞

屬
は

實
に

從
家
の

屬
に

相
當
す
る

も

の

な

り
、

而
し
て

こ

の

新
亜

属
が

前
亜

驕
芯

異
な

る

要
點
は

只

分

枝
法
に

あ
り
即

ち
二

叉
状
に

し
て

第
二

次
小

枝
な
し

故
に

こ

の

　

　
O
。

饋
o
ロ

9
Φ

掌

の
一

科
》

ユ

5
脅

島

5、

に

付
て
（

木

下）

　

屬
の

性

質
は

只

こ

の

點
に

付
て

前
亞

屬
の

そ

れ
よ

う

も
廣
き
の

み

　

故
に

今
こ

れ

を
羯
げ

す
o

　
　
　
　
亜

屬

じ

旦
oc

巴

毛
書
窪

』

』
信
び

σp・

　
　
・

余
の

手

許
に

あ

る

二

種
及
び

布

畦
島
よ
り

産・
し

た

る
一

種
こ

れ

…
　

G
屬
す

、

本
亞

屬
は

ボ

リ

ブ

の

構
造

に

於
て

實
に

驚
く

可
き

程

前

…　

亞

屬
ご
一

致
す
る

に

反

し
分一
技
は

全

だ

く
異

な
り

殊
に

溢

意
す
べ

冖
　

き
は

第
二

次
小

枝
の

敏

乏
こ

れ

な
り
。

一
　
　

然
る

に

前
號
に

於
て

掲
げ
だ
る

索
引
に

於
て

明
か

な
る

如
く

觸

〔
　
臣
E｝・｝
二】

毛］
訴

は

外
壓
及
び

第
二

次

小
枝

を
有
す

然
る

に

本
年
の

一冖

勅
め

或
る

學
者
に

よ

り

て

日
げ
o
自

鶏
Φ

夛

屬
に

編
入

せ

ら
れ

且
つ

’
　

其
の

中
の

第
四

群
ε

む
て

僅
か

に

隔
別
せ

ら
る

監

に

止

ま
る

に

至

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
の

一
　

れ
り

然
れ

ざ

も

余
の

手

許
に

あ
る

二

種
の

形
は

こ

の

事
を
否

認
し

｝ 

て

充
分
な
る

も

の

な
り
即

ち
ポ

リ

ブ

に

於
て

は

じ

ζ
。
Q

匹

ぐ
喜
斥

9

 
　

ご

、

；
9
莞
色
歹

は

全
楚

く

同
一

に・
し

て

第
二

次
小

枝
を

有
す
る

一
　

點

に

於
て

は
k
ピ

3
嘗
夛
茖
望

ご

目
さ

舜
邑
冨

は

相
似
だ

b
今
こ

 
　

の

三

群
の

系
統
關
係
を

考
へ

る

に

ニ

ヅ

の

塲
合
あ
り
。

　
　

（

蓮
績
線
は

朋
朕
分

枝
、

不
連
續
線
は
二

叉
歌
分
技

、

短

横
線

　
　

は

第
二

次
小

枝
を
あ

ら
わ

す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　一
三
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